
福島第一原子力発電所事故後の

地域復興の取り組み

福島第一原発事故の避難対応とその教

訓、復興状況！（経験談）

原子力災害被災地域の教育環境と教育

による復興の展開

2015年に教育団体リテラシー・

ラボを設立し東京や東北地方で

活動。近年は、震災・原発事故後

の福島の教育復興分野で活動と

研究に取組む。2021年より福

島大学において地域実践特修プ

ログラム（ふくしま未来学）を担

当している。

リテラシー・ラボ代表理事

福島大学特任准教授

千葉 偉才也 先生

本セミナーでは、“事故当初から川内村の全村避難を最前線で指揮し、

その後の帰村・復旧・復興の対応にあたった元川内村職員の奮闘”と、

“震災と原発事故によって学校や子どもたちはどうなったのか、その

後の避難の状況から地域への帰還、新たに始まった教育復興の取り

組み”について話題を提供します

本セミナーを通じて福島の今を知り、身近な「暮らし」や「災害」につい

て少し考えてみませんか

講 師

環境省支援 セミナー開催のおしらせ

11 月 18 日 （月）

日 時

場 所

2024 年

14：00-16：00

TKP東京駅

カンファレンスセンター

12階

カンファレンスルームD

申込・お問合せ

希望の方は、以下の必要事項を添えて

メールにてお申し込みください

メールタイトルは「１１/18セミナー

  申込」としてください

①お名前 ②会場／Web

③ 電話番号 ④メールアドレス

参加費無料

（開場13:45）

東京駅 八重洲中央口

徒歩1分

会場参加は先着20名まで

info@genki-net.jp

※本セミナーは、環境省の行うぐぐるプロジェクト「ラジエーションカレッジセミナー」として開催します

スマホで読み取ると

メーラーが起動します

ぐぐるプロジェクトとは…

東京電力福島第一原子力発電所事故に関連する放射線の健康・遺伝影響に関する

不安を解消するために今わかっている科学的な情報を発信し理解の輪を広げていく

環境省の取組です

会場／WEB 同時開催

川内村の復興対策課長を経て、

環境省福島地方環境事務所で

除染と廃棄物処理を経験。令和

元年7月から、かわうちラボの

事務理事兼事務局長を務め、現

在も同団体の理事などとして精

力的に活動している。

かわうちラボ理事

元川内村職員・元環境省職員

井出 寿一 先生講 師

講演②講演①
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